
著 書

1) 塩谷隆信, 佐竹將宏 : 運動療法の実際. 工藤翔二他

編集. 呼吸器疾患最新の治療2007-2009. 南江堂,

東京, 2007, pp155-160

2) 佐野正明, 塩谷隆信 : 運動誘発性喘息. 別冊・医学

のあゆみ呼吸器疾患-states of arts-ver. 5 医歯

薬出版社, 東京, 2007, pp271-273

3) 塩谷隆信 : 包括的呼吸リハビリテーションの概要.

包括的呼吸リハビリテーション. Ⅰ. 基礎編. 塩谷

隆信編修, 新興医学出版, 東京, 2007, pp3-13

4) 塩谷隆信 : リハビリテーションチームの立ち上げ.

包括的呼吸リハビリテーション. Ⅱ. 臨床編. 塩谷

隆信編修, 新興医学出版, 東京, 2007, pp149-156

5) 高嶋哲也, 御手洗聡, 阿部千代治, 塩谷隆信, 他 :

日本結核病学会抗酸菌検査法検討委員会. 結核菌検

査指針2007. 財団法人結核予防会, 東京, 2007

6) 工藤俊輔 : 小児期における姿勢保持の問題点とチェッ

クポイント. 小児から高齢者までの姿勢保持―工学

的視点を臨床に生かす―. 繁成剛他編集, 医学書院,

東京, 2007, pp105-107

7) 佐竹將宏 : 運動療法. 包括的呼吸リハビリテーショ

ン Ⅰ. 基礎編. 塩谷隆信編修, 新興医学出版, 東

京, 2007.5.28, pp215-228

8) 佐々木誠 : リラクセーション. 包括的呼吸リハビリ

テーション Ⅰ. 基礎編. 塩谷隆信編修, 新興医学

出版, 東京, 2007, pp235-240

総説・解説

1) 塩谷隆信, 佐竹將宏, 高橋仁美 : 呼吸リハビリテー

ションにおけるコンディショニング. Modern

Physician 27(2) : 155-160, 2007

2) 塩谷隆信, 佐竹將宏, 菅原慶勇, 高橋仁美 : 包括的

呼吸リハビリテーション. 最新医学 62(3) : 442-

454, 2007

3) 塩谷隆信, 佐竹將宏, 小高英達, 福井 伸, 佐藤一

洋, 佐野正明 : 慢性咳嗽の原因疾患とその頻度―欧

米とわが国の比較―. 喘息 20(2) : 15-20, 2007

4) 塩谷隆信 : 酸素療法と呼吸不全. 一週一話. 日本医

事新報, 第4332号, p89, 2007年５月５日号

5) 塩谷隆信, 柳屋道子, 佐竹將宏, 菅原慶勇, 高橋仁

美, 本間光信 : 在宅呼吸管理の今後の課題. 新しい

在宅呼吸管理システムの構築. 呼と循 55(8) : 879-

889, 2007

6) 佐野正明, 塩谷隆信 : Vanilloid 受容体. 呼吸器科

11(6) : 656-661, 2007

7) 塩谷隆信, 佐竹將宏, 佐藤一洋, 佐野正明, 渡邊博

之 : アトピー咳嗽と自律神経. アレルギー・免疫14

(7) : 48-55, 2007

8) 塩谷隆信 : テレメディシンを用いた在宅リハビリテー

ション (テレリハビリ) に関する研究. 第37回三菱

財団事業報告書. 平成18年度, pp530-531, 2007

9) 塩谷隆信, 佐竹將宏, 高橋仁美 : 呼吸のメカニズム

と呼吸器疾患の病態像. OT ジャーナル, 41(9) :

826-832, 2007

10) 塩谷隆信, 佐竹將宏, 柳屋道子, 伊藤登茂子, 佐藤
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一洋, 佐野正明, 山田公子, 伽羅谷千加子, 佐々木

智好, 菅原慶勇, 高橋仁美, 本間光信 : COPD にお

ける栄養状態のアセスメント. 日胸66(8) : 633-644,

2007

11) 塩谷隆信 : 呼吸器科外来を開設するにあたって. 広

報せんぼく No26 : 18-19, 2007年11月号

12) 塩谷隆信, 佐藤一洋, 佐野正明 : 咳喘息の治療法と

は？ Q&A でわかるアレルギー疾患３(5) : 512-

515, 2007

13) 塩谷隆信, 佐竹將宏, 柳屋道子, 伊藤登茂子, 菅原

慶勇, 高橋仁美, 本間光信 : 在宅酸素療法 (HOT)

の抱える問題点と将来の課題. Modern Physician

27(11) : 1520-1526, 2007

14) 塩谷隆信, 石川 朗 : 呼吸理学療法の検証；呼吸リ

ハビリテーションの現状と将来展望. 日本呼吸ケア・

リハビリテーション学会誌17(2) : 83-88, 2007

15) 塩谷隆信 : 慢性閉塞性肺疾患患者における栄養療法

と運動療法の有用性. イルシー (1347-3239)91 : 44-

45, 2007

16) 清川憲孝, 高橋仁美, 柳屋道子, 塩谷隆信 : リハビ

リテーションの QOL への効果. COPD FRON-

TIER 6(3) : 68-73, 2007

17) 進藤伸一 : 検査測定／評価Ⅰ 触診. PT ジャーナ

ル 41(7) : 579-584, 2007

18) 佐竹將宏, 菅原慶勇, 高橋仁美, 塩谷隆信 : 呼吸困

難感を指標とした運動療法の有用性. 呼吸器科 11

(3) : 211-220, 2007

19) 佐竹將宏, 塩谷隆信 : 歩行を中心とした運動療法の

検証. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌17

(2) : 89-92, 2007

20) 佐竹將宏, 高橋仁美, 菅原慶勇, 塩谷隆信 : 高齢者

呼吸リハビリテーションの適応と到達目標. 呼吸器

科 12(6) : 543-550, 2007

21) 佐竹將宏 : 急性期の呼吸理学療法, 秋田大学医学部

保健学科紀要 15(2) : 16-93, 2007

22) 高橋仁美, 菅原慶勇, 佐竹將宏, 塩谷隆信 : 座って

できる COPD 体操. 呼吸器科 11(3) : 291-301,

2007

23) 高橋仁美, 菅原慶勇, 本間光信, 佐竹將宏, 塩谷隆

信 : 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌17

(2) : 126-131, 2007

論 文

Ａ. 審査を経た論文

1) 工藤俊輔, 那波美穂子, 高橋恵一, 安田智子 : 肢体

不自由養護学校における理学療法士・作業療法士の

役割―, 父母の意識調査を通して―第２報. 秋田大

学医学部保健学科紀要15(1) : 36-43, 2007

2) 清川憲孝, 高橋仁美, 菅原慶勇, 笠井千景, 渡邊

暢, 藤井清佳, 柏倉 剛, 本間光信, 加賀谷斉, 佐

竹將宏, 塩谷隆信 : スクワットマシンを使用して下

肢筋のトレーニングを中心とした呼吸リハビリテー

ションで行った症例. 秋田大学医学部保健学科紀要

15(2) : 53-57, 2007

3) 鈴木克昌, 高橋仁美, 菅原慶勇. 笠井千景. 清川憲

孝, 渡邊 暢. 藤井清佳, 柏倉 剛, 佐竹將宏, 塩

谷隆信 : 肺機能予測としての胸郭拡張差測定の有用

性の検討. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

誌17(2) : 148-152, 2007

4) Makoto Sasaki, Mineyoshi Sato, Kazutoshi

Hatakeyama : The effects of strength training

of pelvis elevator muscles on exhalation capac-

ity in healthy men. J Phys Ther Sci 19(1) : 91-

96, 2007

5) 松尾恵利香, 越後谷和貴, 長田真一, 高良 光, 野

中美里, 佐々木誠 : 平行支持台の有無ならびに視覚

的外乱が立位バランスに及ぼす影響―視線と視覚情

報への注意の関与―. 理学療法科学22(2) : 219-224,

2007

6) 木村美穂, 浅井 結, 渡辺和恵, 金澤 悠, 三浦尚

子, 佐藤法明, 佐々木誠 : 体幹回旋運動のマシーン

トレーニングが車椅子駆動能力に及ぼす影響―片手

片足駆動者と両手駆動者との比較―. 理学療法科学

22(2) : 239-243, 2007

7) Masami Yokogawa, Kurumi Ueda, Junji

Murase, Hiroichi Miaki, Makoto Sasaki,

Katsumi Inoue, Toshio Sukaki, Katsuhiro

Tachino : Effects of food intake on physiologi-

cal responses to cardiopulmonary exercise. J

Phys Ther Sci 19(2) : 145-150, 2007

8) 今 直樹, 堀尾 暁, 佐々木誠 : 片脚着地動作時に

おける下肢アライメントの相違が膝関節ストレスに

与える影響. 理学療法科学22(3) : 403-407, 2007

9) Makoto Sasaki : The effect of expiratory mus-

cle training on pulmonary function in normal

subjects. J Phys Ther Sci 19(3) : 197-203, 2007

10) Ito Sachiko Uemura, Kanbayashi Takashi,

Takemura Takaubu, Kondo Hideaki, Inomata

Shoko, Szilagyi Gyongyi, Nishino Seiji, Shimizu

Tetsuo. Acute effects of zolpidem on daytime

alertness, psychomotor and physical perform-

ance. Neurosciences Research 59(号) 309-313.

2007

業績目録 (2007年１月～12月)( )
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11) 大澤諭樹彦, 籾山日出樹, 石川隆志, 津軽谷恵, 野

呂佳子 : 在宅高齢者の身体機能向上と行動変容を促

す体力づくりプログラムの検討 ―ホームエクササ

イズの継続を促すアプローチ―. PT ジャーナル41

(1) : 55-59, 2007

12) 大澤諭樹彦, 工藤俊輔, 若狭正彦 : 腓腹筋への広帯

域多重複合波電気刺激が皮膚血液量に及ぼす影響.

理学療法学34(5) : 239-244, 2007

13) 大澤諭樹彦 : インドネシア中部ジャワにおける

community-based rehabilitation (CBR) の停止

要因―1994年から2004年までの活動推移の分析から―.

秋田大学医学部保健学科紀要 15(2) : 75-83, 2007

Ｂ. 審査を経ない論文

1) 若狭正彦, 佐藤亜矢 : Mayo Clinic 視察報告. 秋田

理学療法 15(1) : 39-43, 2007

学 会 発 表

Ａ. 国際学会

学会発表

1. The 5th International Conference on �Nutrition

and Aging�, Session III The role of exercise

and nutrition maintenance of QOL in people of

advanced age. UN House United Nations

University, Tokyo, November 1, 2007

1) Shioya T (2007) Effectiveness of nutritional

support and exercise training in patients

with stable COPD.

2. 17th ERS Annual Congress, Stockholm, Sweden,

September 15-19, 2007.

1) Shioya T, Satake M, Takahashi H, Sugawara,

K, Kasai, C, Kiyokawa, N, Watanabe T,

Fuji S, Kagaya, Honma Ｍ (2007) Combina-

tion of chest wall mobilization and respira-

tory muscle training on comprehensive

outpatient pulmonary rehabilitation improves

pulmonary function in patients with COPD.

2) Shioya T, Satake M, Dateishi M, Hashimoto

M, Sato K, Koizumi, A (2007) Genetic

epidemiology of hereditary hemorrhagic

telangiectasia in a local community in the

northern part of Japan.

3) Kasai C, Takahashi H, Sugawara K,

Kiyokawa N, Watanabe T, Fujii S, Honma

M, Satake M, Shioya T (2007) Long-term

effect of low-intensity home-based pulmonary

rehabilitation in patients with COPD and

non-COPD -a follow up five years-.

4) Satake M, Shioya T, Takahashi H, Sugawara

K, Kasai C, Kiyokawa N, Watanabe T, Fujii

S, Honma M (2007) Dynamic hyperinflation

during 6MWT in stable patients with COPD.

5) Sugawara K, Takahashi H, Kasai C,

Kiyokawa N, Watanabe T, Fujii S, Honma

M, Satake M, Shioya T (2007) Comprehensive

pulmonary rehabilitation improves syntemic

inflammation in patients with COPD.

3. 15th International Congress of the World Con-

federation for Physical Therapy, Vancouver,

Canada, June 2-6, 2007

1) Shunsuke Kudo, Mihoko Naba, Keiichi

Takahashi (2007) Roles of physical thera-

pists and occupational therapists in schools

for physically handicapped children : an atti-

tude survey on teachers -The first report.

2) Masami Yokogawa, Kurumi Ueda, Junji

Murase, Hiroichi Miaki, Makoto Sasaki,

Katsumi Inoue, Toshio Sukaki, Katsuhiro

Tachino (2007) Effects of food intake on

physiological responses to cardiopulmonary

exercise.

4. The 5th World Congress of the World Federa-

tion of Sleep Research and Sleep Medicine

Societies (WFSRSMS), Cairns, September 2-6,

2007

1) Takaubu Takemura, Hideaki kondoh, Fumi

Takemura, Shyun Ohnuma, Minoru Suzuki,

Sachiko Uemura, Takashi Kanbayashi,

Tetsuo Shimizu (2007) A study on subjective

sleepiness in 393 medicalstudents by using

epworth sleepiness scale.

5. 4th International Meeting of Physical Therapy

Science, Vancouver, Canada, June 1, 2007

1) Hideki Momiyama, Yukihiko Osawa,

Takehiko Andou (2007) Dynamic movement

of center of pressure with hand grip.

Ｂ. 国内学会・研究会

(ａ) 全国大会

1. 第10回日本福祉のまちづくり学会, ８月, 埼玉

1) 三戸 学, 工藤俊輔 (2007) 生徒といっしょに,

先生方といっしょに, みんなといっしょに―障害

当事者として地域で生きる―.
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2. 第10回日本病態栄養学会年次集会, １月, 横浜

1) 山田公子, 佐々木智好, 伽羅谷千加子, 渡部郁子,

菅原慶勇, 高橋仁美, 本間光信, 佐竹將宏, 塩谷

隆信 (2007) COPD 患者における栄養指導によ

る栄養状態の比較及び検討.

3. 第47回日本呼吸器学会学術講演会, ５月, 東京

1) 佐竹將宏, 塩谷隆信, 高橋仁美, 本間光信

(2007) ６分間歩行試験における安定期 COPD 患

者の動的過膨張の検討.

2) 佐竹將宏, 塩谷隆信, 高橋仁美, 本間光信

(2007) 呼吸困難感を指標にした安定期 COPD 患

者の運動療法の検討.

3) 高橋仁美, 本間光信, 佐竹將宏, 塩谷隆信

(2007) 呼吸リハビリテーションを施行した

COPD 患者の１年後の成績―１年継続群と３―

６ヶ月継続群の比較―.

4. 第42回日本理学療法学術大会, ５月, 新潟

1) 佐竹將宏, 塩谷隆信, 高橋仁美, 菅原慶勇, 笠井

千景, 清川憲孝, 渡邊 暢, 藤井清佳 (2007)

COPD 患者の６分間歩行試験における動的過膨

張の検討.

2) 菅原慶勇, 高橋仁美, 笠井千景, 清川憲孝, 渡邊

暢, 藤井清佳, 柏倉 剛, 山田公子, 伽羅谷千加

子, 本間光信, 佐竹將宏, 塩谷隆信 (2007)

COPD における栄養障害.

3) 高橋仁美, 菅原慶勇, 笠井千景, 清川憲孝, 渡邊

暢, 藤井清佳, 柏倉 剛, 本間光信, 佐竹將宏,

塩谷隆信 (2007) COPD における栄養障害.

4) 佐々木誠, 若狭正彦, 堀尾 暁, 上村佐知子, 大

澤諭樹彦 (2007) 重量物の距離が異なる持ち上げ

動作における下肢筋疲労の腰部負担に及ぼす影響.

5) 横川正美, 野本あすか, 佐々木誠, 三秋泰一, 井

上克己, 洲崎俊男, 立野勝彦 (2007) 食後経過時

間の違いが運動時の代謝と心拍血圧反応に及ぼす

影響.

5. 第17回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会, 11

月, 東京

1) 山田公子, 佐々木智好, 伽羅谷千加子, 渡部郁子,

高橋仁美, 菅原慶勇, 本間光信, 塩谷隆信

(2007) 安定期 COPD 患者における栄養補助食品

を用いた運動療法との併用効果.

2) 菅原慶勇, 高橋仁美, 笠井千景, 清川憲孝, 渡邊

暢, 藤井隆宏, 山田公子, 本間光信, 佐竹將宏,

塩谷隆信 (2007) COPD における栄養障害と全

身性炎症について.

3) 藤井清佳, 高橋仁美, 菅原慶勇, 笠井千景, 清川

憲孝, 渡邊 暢, 山田公子, 本間光信, 佐竹將宏,

塩谷隆信 (2007) COPD 患者の移動能力に影響

を及ぼす因子の検討.

4) 佐竹將宏, 塩谷隆信, 高橋仁美, 菅原慶勇, 笠井

千景, 清川憲孝, 渡邊 暢, 藤井清佳 (2007) 安

定期 COPD 患者の６分間歩行試験における呼吸

困難感と動的肺過膨張に関する検討.

6. 第６回 COPD 臨床医研究会名古屋カンファランス,

２月, 名古屋

1) 佐竹將宏, 清川憲孝, 菅原慶勇, 高橋仁美, 本間

光信, 塩谷隆信 (2007) 呼吸困難感を指標にした

COPD 患者に対する運動療法の有効性に関する

検討.

7. 第３回呼吸リハビリテーション・サイエンスフォー

ラム, 10月, 東京

1) 菅原慶勇, 高橋仁美, 清川憲孝, 柏倉 剛, 山田

公子, 伽羅谷千加子, 本間光信, 佐竹將宏, 塩谷

隆信 (2007) COPD における栄養障害と全身性

炎症.

8. 第16回 Peumoforum 研究会, 11月, 東京

1) 菅原慶勇, 高橋仁美, 清川憲孝, 柏倉 剛, 山田

公子, 伽羅谷千加子, 本間光信, 佐竹將宏, 塩谷

隆信 (2007) COPD における炎症マーカー.

9. 日本精神衛生学会主催MCRT (心理的危機介入チー

ム) 第２回全国研究集会, ４月, 秋田

1) 上村佐知子, 浅沼 知, 石山宏央, 戸田麻美, 小

川幸男, 八巻 秀, 赤川 太, 石橋研一 (2007)

秋田県県南地区広域カウンセラーの実践活動.

2) 大竹美貴子, 上村佐知子, 浅沼 知, 秋山邦久,

田口和則, 小林一雄, 古郡朝男 (2007) 仙北市

スクールカウンセラー (SC) の実践活動―地域

支援とチームアプローチの視点から―.

3) 石山宏央, 小川幸男, 上村佐知子, 浅沼知一, 戸

田麻美, 齋藤和樹, 橋本まり子, 柴田 健, 堺沢

大 (2007) 秋田県における学校緊急支援体制.

(ｂ) 地方会

1. 東北理学療法教育研究会, ９月, 盛岡

1) 工藤俊輔, 若狭正彦 (2007) 臨床実習における医

療事故・ヒヤリハット―実習指導者のアンケート

から―.

2. 第29回秋田県リハビリテーション研究会, 12月, 秋

田市

1) 進藤伸一 (2007) 世界の老年理学療法の動向.

3. COPD 臨床医研究会名古屋カンファランス第６回

学術研究会, ２月, 名古屋

1) 佐竹將宏, 塩谷隆信, 高橋仁美, 菅原慶勇, 笠井

千景, 清川憲孝, 渡邊 暢, 藤井清佳, 本間光信

業績目録 (2007年１月～12月)( )
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(2007) 呼吸困難感を指標にした COPD 患者に対

する運動療法の有効性.

4. 第12回秋田県理学療法士学会, ３月, 秋田

1) 大澤諭樹彦, 若狭正彦, 石川隆志, 津軽谷恵, 籾

山日出樹, 佐藤利香子 (2007) 体力づくり教室終

了６ヶ月後の身体機能維持の検討.

2) 若狭正彦, 佐藤亜矢 (2007) Mayo Clinic 視察

報告.

その他の出版物

1) 上村佐知子 : スクールカウンセラーの目 不登校児

童・生徒を動かす作戦会議と仕掛けづくり―. 風土

(秋田県教育雑誌) 72 : 72-76, 2007

社会的活動

1. ３学会合同呼吸療法士 ｢認定更新のための講習会｣,

２月, 東京

塩谷隆信 (2007) 包括的呼吸リハビリテーション

―最新の知見から―

2. 第21回地域医療連携の会, ３月, 秋田市

塩谷隆信 (2007) 見逃されていないか COPD ―外

来診療における簡単な診断法と最新治療について―

3. 第５回大曲仙北医師会肺疾患勉強会, ３月, 大仙市

塩谷隆信 (2007) 酸素療法をめぐる最近の話題―酸

素療法ガイドラインと在宅呼吸ケア白書より―

4. 佐賀呼吸リハビリ研究会, ３月, 佐賀市

塩谷隆信 (2007) 呼吸リハビリテーションの新戦略

―運動療法と栄養療法を中心に―

5. 第11回福岡呼吸ケア研究会, ３月, 福岡市

塩谷隆信 (2007) 呼吸リハビリテーションの新戦略

―運動療法と栄養療法を中心に―

6. 第４回呼吸ケアカンファランス, ５月, 東京

塩谷隆信 (2007) 呼吸リハビリテーションのための

評価

7. 会津呼吸器研究会, ６月, 会津

塩谷隆信 (2007) 包括的呼吸リハビリテーション

8. 平成19年度第４回秋田中央薬剤師会生涯教育, ７月,

秋田市

塩谷隆信 (2007) 気管支喘息・COPD の病態と薬

物治療

9. 第６回大曲仙北医師会肺疾患勉強会, ７月, 大仙市

塩谷隆信 (2007) 胸部画像診断の最近の進歩―マル

チスライスＣＴを中心に―

10. 学術講演会, ８月, 由利本荘市

塩谷隆信 (2007) COPD 診療の最新知見

11. 第20回アボットラインカンファランス, ９月, 秋田

市

塩谷隆信 (2007) 高齢者の長引く咳のマネージメン

ト

12. 平成19年度秋田県医師会県北医学会および医師卒後

講座, 10月, 鹿角市

塩谷隆信 (2007) 胸部画像診断の最近の進歩―マル

チスライスＣＴを中心に―

13. 第12回宮城呼吸リハビリテーション研修会, 10月,

宮城

塩谷隆信 (2007) 運動処方の実際

14. 第６回ほっとする交流会, 10月, 秋田市

塩谷隆信 (2007) 生活習慣に関連する病気について

15. 第２回アドバンスコース研修会, 秋田呼吸リハビリ

テーション研修会, 11月, 秋田市

塩谷隆信 (2007) 包括的呼吸リハビリテーションの

実践―COPD の薬物療法と栄養療法を中心に―

16. 大仙・仙北慢性呼吸器疾患セミナー, 11月, 大仙市

塩谷隆信 (2007) 気管支喘息治療の新たなる展開を

目指して

17. 第13回長崎県呼吸ケア研究会, 11月, 長崎市

塩谷隆信 (2007) 呼吸ケアの新戦略―運動療法と栄

養療法を中心に―

18. 公立藤田総合病院勉強会, 12月, 国見町

塩谷隆信 (2007) 包括的呼吸リハビリテーション

19. 白川厚生病院勉強会, 12月, 新白河

塩谷隆信 (2007) 包括的呼吸リハビリテーション

20. 市立秋田総合病院 : 呼吸リハビリテーション勉強会

1) 塩谷隆信 (2007) COPD の炎症マーカーについ

て (IV), １月

2) 塩谷隆信 (2007) COPD の炎症マーカーについ

て (V), ２月

3) 塩谷隆信 (2007) 文献抄読 (1), ３月

4) 塩谷隆信 (2007) 文献抄読 (2), ４月

5) 塩谷隆信 (2007) 文献抄読 (3), ５月

6) 塩谷隆信 (2007) 文献抄読 (4), ６月

7) 塩谷隆信 (2007) 呼吸リハビリの継続性について

＋文献抄読 (5), ７月

8) 塩谷隆信 (2007) COPD の炎症メカニズムにつ

いて＋文献抄読 (6), 10月

9) 塩谷隆信 (2007) 呼吸ケア・リハビリ予演会＋文

献抄読 (7), 11月

21. 北海道自立活動教諭研究協議会, ５月, 札幌

工藤俊輔 (2007) 自立活動における姿勢保持具の利

用と考え方―動きを引き出す姿勢を作る―

22. 北海道自立活動教諭研究協議会, ５月, 岩見沢

工藤俊輔 (2007) 肢体不自由児のためのシーティン
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グの基礎

23. 全国肢体不自由通園施設連絡協議会, ５月, 千歳

工藤俊輔 (2007) 肢体不自由児のためのシーティン

グの基礎―動きを引き出す姿勢を作る―

24. ｢姿勢保持の基礎｣ 現職者講習会, ９月, 秋田

工藤俊輔 (2007) 高齢者の生活環境と姿勢保持

25. 高大連携授業, 12月, 秋田市

工藤俊輔 (2007) 地域に根ざしたリハビリテーショ

ン―インドネシア共和国中部ジャワにおけるリハビ

リテーション活動の取り組み

26. 秋田県理学療法士会新人教育プログラム, ６月, 秋

田市

進藤伸一 (2007) 職業倫理・管理運営

27. 福祉用具専門相談員指定講習会, 日本労働者協同組

合連合会センター事業団秋田事業所, ５月, 大仙市

進藤伸一 (2007) リハビリテーション概論

28. ホームヘルパー養成研修 (２級課程), 日本労働者

協同組合連合会センター事業団秋田事業所, ７月,

大仙市

進藤伸一 (2007) リハビリテーション医療の基礎知

識

29. 介護老人保健施設ふれ愛の里研修会, ９月, 秋田市

進藤伸一 (2007) トランスファー介助のコツ

30. 福祉用具専門相談員指定講習会, 日本労働者協同組

合連合会センター事業団秋田事業所, 11月, 秋田市

進藤伸一 (2007) リハビリテーション概論

31. 秋田県立能代高等学校大学出前講義, 11月, 能代

進藤伸一 (2007) 理学療法とは何か―関節拘縮への

アプローチ―

32. ホームヘルパー養成研修 (２級課程), 日本労働者

協同組合連合会センター事業団秋田事業所, 12月,

大仙市

進藤伸一 (2007) リハビリテーション医療の基礎知

識

33. 訪問介護員養成研修 (２級課程)

佐竹將宏 (2007)リハビリテーション医療の基礎知

識, ３月, 秋田市

佐竹將宏 (2007)リハビリテーション医療の基礎知

識, ３月, 秋田市

佐竹將宏 (2007)リハビリテーション医療の基礎知

識, 12月, 秋田市

34. 秋田ひまわりの家 『トランスファー講習会』, ２月,

秋田

佐竹將宏 (2007) トランスファーの基本技術とその

実践２

35. 第７回秋田呼吸リハビリテーション懇話会宿泊研修

会, ３月, 秋田

佐竹將宏 (2007) 呼吸リハビリテーションと運動療

法

36. 市立秋田総合病院 『呼吸教室』, ９月, 秋田

佐竹將宏 (2007) 呼吸と運動

37. 秋田呼吸リハビリテーション懇話会第２回アドバン

スコース研修会, 11月, 秋田

佐竹將宏 (2007) 慢性期呼吸理学療法

佐竹將宏 (2007) Station 6 運動負荷試験と運動

療法

38. 慢性期呼吸リハビリテーションコース (Basic), ９

月, 東京

佐竹將宏 (2007) 呼吸運動療法の理論・実際Ⅰ

39. 第22回奥羽糖尿病教育担当者セミナー, ７月, 弘前

佐々木誠 (2007) 運動療法を継続するための指導法

40. 秋田大学医学部保健学科公開講座, 10月, 秋田市

佐々木誠 (2007) 運動を楽しむときアクシデントに

気をつけて

41. 平成18年度秋田県立横手清陵高等学校 PTA 講話,

２月, 横手市

上村佐知子 (2007) 高校生は今―高校生の心理と家

庭教育のあり方について―

42. 田沢湖地区 PTA 連合会母親委員主催 ｢こどもとイ

ンターネット｣ シンポジウム, ２月, 仙北市

上村佐知子 (2007) シンポジスト

43. 平成18年度秋田県児童相談所南支所カウンセリング

アドバイザー事業, ２月, 横手市

上村佐知子 (2007) ケース検討会

44. 横手市立雄物川中学校職員研修会, ５月, 横手市

上村佐知子 (2007) 不登校を未然に予防するには

45. 横手市立十文字中学校文部科学省委託事業 ｢家庭教

育支援総合推進事業｣ 子育て講座, ７月, 横手市

上村佐知子 (2007) 思春期の子どもへのかかわり方

46. 平成19年度秋田地域生徒指導研究推進協議会, 第１

回教育相談研究会, ７月, 秋田市

上村佐知子 (2007) 不登校生徒および家庭への対応

について

47. 秋田県立大曲高等学校出張講義, ８月, 大仙市

上村佐知子 (2007) リハビリテーションと理学療法

士の役割

48. 平成19年度横手市教育研究会生徒指導部会研究会,

８月, 横手市

上村佐知子 (2007) 不登校生徒および家庭へ対応

49. 秋田県立湯沢高等学校出張講義, ９月, 湯沢市

上村佐知子 (2007) リハビリテーションと理学療法

士の役割

50. 仙北市立神代小学校 PTA 子育て講座, 10月, 仙

北市

業績目録 (2007年１月～12月)( )
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上村佐知子 (2007) ピッカピカの一年生の心のケア

51. 横手市立川西小学校文部科学省委託事業 ｢家庭教育

支援総合推進事業｣ 子育て講座, 10月, 横手市

上村佐知子 (2007) 子どもの心の成長と親のかかわ

り

52. 大仙市立双葉小学校 PTA 講演会, 12月, 大仙市

上村佐知子 (2007) 子どもの心の成長と親のかかわ

り

53. 平成19年度 ｢不登校を考える保護者の会｣, 12月,

秋田市

上村佐知子 (2007) 個別相談

54. 介護予防従事者研修 財団法人秋田県長寿社会振興

財団 (LL 財団), 秋田県介護実習・普及センター,

２月, 秋田市

大澤諭樹彦 (2007) 運動機能向上 (基礎編・評価実

技)

55. 明徳地区ふれあい元気教室, ５月, 秋田

大澤諭樹彦 (2007) 転倒を予防する体操

56. 秋田・アフリカプロジェクト, ６月, 秋田

大澤諭樹彦 (2007) マラウイ共和国の保健医療事情

57. 川尻地区体力作り教室, ６月, 秋田

大澤諭樹彦 (2007) 転倒を予防する体操

58. 秋田大学公開講座, 10月, 秋田

大澤諭樹彦 (2007) 転倒予防体操の基礎から実践ま

で―体操の習得と体操指導に必要な知識の紹介―

59. 秋田市保健所体力作りフォローアップ教室, ８月,

秋田

大澤諭樹彦 (2007) 転倒を予防する体操

60. 川尻地区保健推進員会講演会, 11月, 秋田

大澤諭樹彦 (2007) からだは足から衰える―家で簡

単にできる体力作り､ 心の健康作り―

61. 特別講演 ｢オーストラリアにおけるパーキンソン病

の理学療法―研究と臨床―｣

講師 : Ms Jennifer McGinley PhD, PT : 王立こ

ども病院附属 Murdoch こども研究所 臨床歩行研

究センター (メルボルン), １月, 弘前市 若狭正

彦 (2007) 講演通訳

62. 介護予防従事者研修 財団法人秋田県長寿社会振興

財団 (LL 財団), 秋田県介護実習・普及センター,

２月, 秋田市

若狭正彦 (2007) 運動機能向上 (基礎編・評価実技)

63. 明徳地区ふれあい元気教室, ５月, 秋田

若狭正彦 (2007) 転倒を予防する体操

64. 川尻地区体力作り教室, ６月, 秋田

若狭正彦 (2007) 転倒を予防する体操
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